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［目的］高齢者の健康の維持には，適切な食生活を実践できる咀哨能力をもつことが望ま

れる．既に面接調査結果から，加齢やかみごたえ度の高い食品になるにつれて咀哨できる

者の比率が低下することを報告したが，今回は咀哨能力を主として数量的に検討した.

［方法］岡山市及び周辺の，主として高齢者施設に在園あるいは医院に通院する高齢者

（65歳以上）262名（男71名，女191名）を対象とした．歯の現状，かみごたえ度の異な

る10食品に対する咀嗜の可否の自己評価について面接調査を行ない，また，咀哨能力はチ

a.－インガム法を用いて溶出糖量により判定

した．咀哨能力については，比較のため成人女子101名についても測定した.

　［結果］D高齢者の溶出糖量の平均値は0.48土0.32g ,成人女子では0.88±0.17gであり，

成人女子の約55％で，両群の間には有意差が認められた（P＜0.01）. 2）高齢者の5歳刻

みごとの溶出糖量は加齢につれて明らかに減少した. 3）歯の状態により溶出糖量は異なり，

天然歯≒局部義歯＞総義歯＞無歯顎の順に減少した. o義歯使用感を良とする者では溶出

糖量が平均値以上の者の比率が高く，否とする者では低い傾向が認められた. 5）10食品の

各食品を噛めると回答している者のうち，溶出糖量が平均値以上の者は約50%で，残りの

者は噛めると回答しているにも拘らず溶出糖量は平均値以下であった. 6)日常生活で周囲

の人の手助けを必要とする者の溶出糖量の平均値は，必要としない者のそれと比較して有

意に低く，自立的に日常生活を送れる者では咀哨能力も高い傾向のあることが推察された．
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血中脂質およびカルシウム代謝に及ぼす牛乳負荷の影響
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　目的：乳・乳製品はカルシウム(Ca)の供給源として優れ. Ca摂取量への寄与率は平成３

年国民栄養調査で約26％と摂取量も伸びてきている。しかし，食習慣に加えて, ?l脂肪や

血中コレステ□ ールとの関連などから摂取が控えられる傾向もある。そこで牛乳摂取によ

り血中脂質やCa代謝へどのような影響がみられるかを加齢の一面から調べた。

　方法：平均年齢22才の青年女子５名及び平均年齢64才の男女8 名を被験者として, 1人

１日当り市販の牛?l400㎡を８週間常食に加えて負荷した。負荷前，負荷４週後，負荷８

週後の早朝空腹時に採血した。同時に起床後第2回尿を採取した。常法により得た血清中

の各脂質量，アポ蛋白，リポ蛋白と副甲状腺ホルモン(PTH), 1.25-(0H),ビタミンＤ及び

血清・尿中のCa,燐(Ｐ)を測定した。

　結果：実験の前後で体重，血圧，ヘマトクリット値に変化はなかった。実験期間中の食

物調査から. 青年での鉄不'足以外は各栄養素とも所要量を満たしており，カルシウム■ g

白質・脂一肪摂取量は多く牛乳負荷の影響と考えられた。負荷前の血中脂質は, 高齢者で総

コレステロール，中性脂肪，燐脂質などが青年に比べ高値で，加齢による相違が認められ

た。牛乳負荷により青年で血中総コレステロール, 燐脂質が増加した。高齢者では４週後

に総コレステｄ一ルが増加したが, 8週後には負荷前値との有意差は無かった。PTHは両

群とも４週後に低下したが, 8週後には負荷前値と変わらなかった。1, 25-(0H)!ビタミン

Ｄも同じ傾向であった。血中Caは両群とも負荷後に低下し，･Ca/Pも低下し高齢者では著し

かった。これらの結果から, 青年に比べ高齢者でのCaの骨沈着が推察された。


